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1. 2023年2月期第2四半期 決算概況
 コンサルティングサービスの受注が堅調に推移
 コンサルティング事業にソリューション事業の機能を統合
 「ワンダーレジ-BOOK」「EZレジ」の販売が増加
 DX・地方共創事業において、オンライン決済のコンサルティングサービスを提供
 研究開発費を中心に販管費が減少

2022年2月期第2四半期 2023年2月期第2四半期 前年同四半期比

売 上 高 967百万円 1,266百万円 30.8％増
コンサルティング事業 960百万円 1,199百万円 24.9％増
イノベーション事業 7百万円 63百万円 739.9％増
D X ・ 地 方 共 創 事 業 ― 3百万円 ―

販 管 費 520百万円 436百万円 16.1％減
営 業 損 益 △263百万円 △52百万円 211百万円改善
経 常 損 益 △266百万円 △59百万円 207百万円改善
四 半 期 純 損 益 △378百万円 △69百万円 309百万円改善
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2. 2023年2月期第2四半期 決算概況 ～貸借対照表ハイライト～

2023年2月期第2四半期末(2022年8月末)
流動資産
現金及び預金
売掛金及び契約資産
棚卸資産
その他

1,896
1,475

323
43
54

流動負債
買掛金
社債・長期借入金
その他

550
156
154
239

固定資産
有形固定資産
無形固定資産
投資その他の資産
関係会社株式
その他

601
0
0

601
541
59

固定負債
社債・長期借入金
その他

466
361
104

純資産
株主資本
資本金
資本剰余金
利益剰余金

1,481
1,481
1,181
1,100
△800

資産合計 2,497百万円 負債純資産合計 2,497百万円

(単位：百万円)

 将来に向けた成長投資が可能な財務運営を継続
 成長投資と事業運営に必要な手元流動性を十分に確保

流動性比率 344.7％

自己資本比率 59.3％

現金及び預金
/有利子負債比率 285.9％
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1. 種まきから収穫期へ

～2022年2月期 2023年2月期(今年度)～

コンサルティング
事業

イノベーション
事業

DX・地方共創事業

 未来に向けた積極投資のフェーズから、成長の実現と収益化のフェーズに移る
 事業活動の幹になる主要な研究開発は、2022年2月期までに完了

成長への種まき 収穫期

• 保有技術を活かした
製品・ソリューションの開発

• オープンイノベーションの推進
• 地方共創の取り組み 成長投資の収益化

成長投資としての
費用が増加

さらなる成長を
目指すための準備

• 人材育成の強化
• 優秀な人材の確保
• 保険業界への領域拡大
• ソリューション提案力の強化

• コンサルティングサービスの品質向上
• 新領域の顧客の深耕

豊富な実績と
強固な顧客基盤を活かした成長

• ワンダーレジ・シリーズ、EZレジの
拡販

• 保有技術とオープンイノベーション
を活かした製品・ソリューションの
拡充

• TTGの業容拡大

• DX及び地方共創など社会に新たな価
値を創出する取り組み
強みを活かした事業展開
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2. 2023年2月期業績見通し
 コンサルティング事業の伸張とイノベーション事業の収益改善によって黒字化を達成
 DX・地方共創事業部を新設し、報告セグメントに「DX・地方共創事業」を追加
 DX・地方共創事業は、前期からの準備の一部が成果となって現れる
 ワンダーレジ-BOOKの拡販を通じて目標達成に注力していく

2022年2月期 2023年2月期計画(※) 前期比増減額(ご参考)

売 上 高 2,119百万円 2,893百万円 ―
コンサルティング事業 2,102百万円 2,538百万円 ―
イノベーション事業 16百万円 282百万円 ―
D X ・ 地 方 共 創 事 業 ― 73百万円 ―

販 管 費 967百万円 957百万円 10百万円減
営 業 損 益 △378百万円 26百万円 404百万円改善
経 常 損 益 △382百万円 22百万円 404百万円改善
当 期 純 損 益 △291百万円 16百万円 307百万円改善
(※) 2023年2月期計画は、新収益認識基準適用後の数値です。
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創業理念
孫の代まで豊かな社会を創る一翼を担う

企業理念
ご満足いただけるソリューションを提供、社会の一隅を照らす存在でありたい
 社会に新たな価値を創出し続ける
 お客さまと社会に感謝される仕事を
 社員が仕事を通じて成長するのを支援し社員とその家族を幸せに

使命
お客さまの一員として、時代のその先に
私たちは、お客さまの経営・業務課題の解決に、お客さまの一員として道しるべを示し、
発想・技術・実現方法に限界を設けることなく、サービス・製品を想像し創造することで、
世の中を変え、時代を切り拓きます。
そして、私たちの取り組みにより、お客さまをはじめ社会の人々の笑顔を増やし、
社会の発展に貢献します。

1. 理念・使命
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① これまでの事業活動で培って
きた顧客からの信頼

② DX・デジタル技術の応用
③ オープンイノベーション活用
の豊富な経験

これらを活かして「DX」「地方
共創」に資する商品・サービス
を展開

① BtoCの事業者の生産性を高
める製品・技術の開発

② TTGをはじめオープンイノ
ベーションを通じた事業創造

③ BtoB向けソリューションへ
の応用

経営・業務課題や社会問題の解
決を目的に社会の発展に貢献す
る製品・ソリューションを提供

① 金融機関などの基幹システム
の構築・更改のPMO支援

② IT部門のプロジェクト推進支
援

③ 公共機関のデジタル化支援

この３つを柱に課題抽出、解決
策の提案、DX・デジタル技術の
提供、解決策の実行まで一貫し
て支援

9

2-1 事業概要
お客さま

コンサルティング事業 イノベーション事業 DX・地方共創事業

創業理念 孫の代まで豊かな社会を創る一翼を担う

企業理念 ご満足いただけるソリューションを提供、社会の一隅を照らす存在でありたい

使命 「お客さまの一員として、時代のその先に」

ノウハウ・技術・人材の共有、事業部を超えてサービス・製品を創造・販売
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2-2 サインポストのコア・コンピタンス

課題解決まで行うコンサルティング能力

(他社の追随を許さない「実績」と「信頼」)

オープンイノベーション
(JR東日本との協業・他社との提携による

DXと地方共創）

高度な画像認識・AI技術

(自社での独自開発・大学との共同研究)

 お客さまに合わせた3つのコア・コンピタンス(中核となる強み)を提供
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3. 主要な施策

イノベーション事業
の収益力強化

コンサルティング
サービスの強化

DX・地方共創事業
の推進

コンサルティングの領域拡大とソリューションサービスの一体提案
• 生命保険会社や損害保険会社にもコンサルティング・サービスの提供を開始
• 優秀な人材が持つ知識やコンサルティング業務に関するノウハウを掘り起こし共有する
取り組みを強化

• 各事業の連携と既存顧客に対する経営・業務課題の解決策の提案力を強化

 無人レジの新製品開発と拡販
• 書籍販売用「ワンダーレジ-BOOK」とコンパクトPOSセルフレジ「EZレジ」の拡販
 保有技術を活用した新ソリューションの考案
• 人追跡技術を応用した「店舗可視化ソリューション」をはじめ、無人レジ開発で培った技
術力を応用して、お客さまが抱える課題の解決に資するソリューションを開発

 TTGの業容拡大
• 無人決済システム「TTG-SENSE」、狭小店舗向け無人決済システム「TTG-SENSE

MICRO」の拡販を加速

 地方共創プラットフォームの推進
• サインポストの地域銀行や事業会社とのネットワークを活用して、各地域の課題に合わせ
た解決策を提供

 オープンイノベーションの推進
• ノウハウや保有技術の幅広い活用方法を模索
• オープンイノベーションを通じて、より付加価値の高いソリューションを具現化

 お客さまの一員として、経営・業務課題を解決する取り組みをより強力に推進
 これまでに着手した取り組みをより大きくして事業成長を図る
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4-1 コンサルティング事業

経営・業務課題の
摘出

解決するための
施策検討・具体化

施策の実施

お客さま

開発会社

サインポストの作業範囲サインポストの支援範囲

 顧客企業の組織の一員(＝当事者)として、情報化戦略、システム化構想、業務改善等を提案
 課題解決に必要となる全領域を幅広く支援し、顧客企業の課題解決に貢献
 システム部門だけではなく、顧客の経営や各業務部門、顧客企業外の関係者の対応まで幅広
く支援することで、顧客企業の課題を本質的に解決
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4-2 コンサルティングの領域拡大
 新たに保険業界にもコンサルティングサービスを提供

金 融 公 共補完

国

地方公共
団体

省庁

独立行政
法人

公益法人

銀 行 信託銀行

カード・
クレジット

投資運用

証券

生命保険

損害保険

リース

金融
ネットワーク

電子マネー等
新たな業態

13
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4-3 事業概況と今後の展望

• 合併、子会社化、出資など様々な形で地域銀行の合
従連衡が加速

• システムを主軸にしたアライアンスの拡大志向が続
く

• コスト削減をねらったオープン系システムの強い
ニーズ

事業概況 今後の展望

• 老朽化した基幹系システム刷新の本格化
• 保険商品の増加や保険契約者との接点のDXなど、
業務システムにも潜在的な需要

• 複雑かつ巨大なITシステムに対するプロジェクト・
マネジメントの経験とノウハウを活かす

• ITシステムに対する投資は底堅く推移することを見
込む

• DXをキーワードにした業務改善ニーズは増加傾向が
続く

• 各社IT部門の人材不足が続く

顧客ニーズを的確に捉え、堅調な需要を取り込む

銀行基幹システ
ムのPMO支援

• 多くの銀行合併プロジェクトを受注
• 銀行基幹システムの更改・共同化プロ
ジェクトに参画

• 創業以来、ほぼ全ての地域銀行の勘定
系・基幹システム更改プロジェクトに
関与

保険会社のITプ
ロジェクト支援
業務

• 銀行業と同様に基幹システムが業務や
商品の中枢を支える

• 2021年3月に保険業界に特化した部門
を新設

• 「お客さまのIT部門の一員」という姿
勢が、保険業界において新しいコンサ
ルティングの形として受け入れられる

• 2021年夏以降、堅調に得意先と受注が
増加

金融各社のIT部
門支援業務

• カード会社、投資運用会社からの受注
が堅調に推移

• 低コストなDXツール「マイクロDX」
の提案

• 常駐に依らないコンサルティングサー
ビスの提供

保険業界内での実績と知名度を高めて、
さらなる受注拡大と新規顧客の開拓に取り組む

顧客の課題とニーズに合わせて、柔軟に
コンサルティングサービスとソリューションを提供
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4-4 コンサルティングサービスの実績
 地域銀行・新設銀行43行で基幹システムの
構築・更改・移行プロジェクトを受注

 創業以来、35都道府県にお客さまが広がる

• 全国各地の主要地域銀行から高い信頼を得る
• コンサルティングだけで終わらず、イノベーション事業と

DX・地方共創事業のサービス・製品で地域経済の課題解決策も提案
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5-1 イノベーション事業 ～レジ無し店舗の展開～

 レジ作業を必要としない完全スルー型システム
 利用者は、商品を手に取るだけで精算することが可能
 JR東日本とのオープンイノベーションで素早く社会実装

世界の競合との差別化ポイント

• 誰でも使える(会員登録不要)
• お客様に合わせた決済手段
• 優れたコストパフォーマンス

多様な小売業態へ適用可能

高輪ゲートウェイ駅構内 TOUCH TO GO

レジ無しスルー型「スーパーワンダーレジ」⇒TOUCH TO GO「TTG-SENSE」
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5-2 株式会社TOUCH TO GO

•出資
•流通チャネル
•設置
•保守サービス

株式会社TOUCH TO GO

 2019年7月にJR東日本スタートアップ株式会社と設立
 業容の拡大をねらい各社と協業を強化

TTGと協業各社の関係
サインポスト JR東日本

スタートアップ
ファミリーマート 東芝テック

•出資
(39.0％)
•技術

•ロイヤ
リティ •出資

•ノウハウ

•出資 •製品・サー
ビスの販売

TTGの主要製品

コンビニ型
無人決済システム
「TTG-SENSE」

無人オーダー決済システム
「TTG-MONSTAR」

ゲート制御型入退館システム
「TTG-GATEWAY」

極小店舗向け
無人決済店舗システム
「TTG-SENSE MICRO」

グローリー KDDI Open 
Innovation Fund

•出資
•出資
•設置
•保守サービス
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5-3 設置型AI搭載セルフレジ「ワンダーレジ」

 レジに関する業務を軽減することにより、店舗運営の効率化と人手不足の解消に貢献
 商品を置くだけでAIが商品を認識、利用客はセルフで簡単にお買い物＆最先端技術を体験

特徴

 筐体は再生利用可能な素材を使用
 画像認識技術を使用しており、商品を見た目で認

識するためバーコードの付いていない野菜や果物
もセルフで購入可能
(バーコードの読み取りも可能)

 商品を置く＆画面タッチのみで簡単にセルフでお
買い物

 最先端のレジ導入により、利用客に新たなお買い
物体験を提供

 お客さまの希望に応じたオリジナルデザインを筐
体に印刷

活用例

 職域売店
 スポーツスタジアム
 シェアオフィス内売店
 野菜直売所 等

期待効果

野村不動産H¹O
日本橋室町オフィス

ナンモダ百貨新冠本店
（北海道新冠町）
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5-4 書籍専用セルフレジ「ワンダーレジ-BOOK」

 レジに関する業務を軽減することにより、店舗運営の効率化と人手不足の解消に貢献
 書店を利用するお客様にとって使いやすい、書籍販売に必要な機能を強化した設計

 本のバーコードを上に向けて置くだけで、一括で
全ての本のバーコードを読み取り

 1冊ずつバーコードを読み込む必要がないので、よ
り簡単かつスピーディーにお会計

 商品を置く＆画面タッチのみで簡単にセルフでお
買い物

 店員呼び出しやエラー通知などの店員通知機能を
標準装備

 最先端のレジ導入により、利用客に新たなお買い
物体験を提供

 お客さまの希望に応じたオリジナルデザインを筐
体に印刷

バーコードを上に向けて置く

2冊を一括で認識

 書店
 駅売店 等

期待効果

特徴

活用例

大垣書店
イオンモールＫＹＯＴＯ店
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5-5 コンパクトPOSセルフレジ「EZレジ」

 セルフレジ導入のハードルを大幅低減、セルフレジを諦めていた店舗でも容易に導入が可能
 使いやすさと店員通知機能により、店舗の省人化を実現

 コンビニエンスストア
 ドラッグストア
 病院内売店
 職域売店
 ホームセンター
 小規模店舗からチェーン小売店まで導入が可能

 お客さまの声を基に利便性を損なわないシンプル
な機能に絞り、月額9,800円～という低価格を実現

 A3用紙サイズ以内の省スペース設計
 店員呼び出しやエラー通知などの店員通知機能を

標準装備
 利用者が直感的に使える製品設計
 マスター管理機能付きオリジナルPOSシステムを

実装

ピッ!
タッチ!

操
作
方
法

①商品を読み取る ②ICカードで決済

期待効果

特徴

活用例

SELFURUGI
(東京都豊島区)
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5-6 事業概況

TTG-SENSE

TTG-SENSE
MICRO

ワンダーレジ-
BOOK

EZレジ

 東京、埼玉、千葉、愛知、福岡の主要都市にTTGの無人決済システムが広がる

 銀座の老舗書店「教文館」で稼働
 関西地域書店チェーン「大垣書店」イオンモールKYOTO店に４台設置して実証実験中
 書店・書店向けPOSメーカーとともに実用性を高める研究開発に取り組む

 職域売店や小規模店舗を中心に
販売数が増加

 社員食堂の精算機など多様な利用
用途が広がる

ANA FESTA GO 中部ゲート店
(中部国際空港第1ターミナル制限エリア内)

ファミリーマート
ルミネエスト新宿/S店

教文館 大垣書店イオンモールKYOTO店
ホンダテクニカルカレッジ関西 災害医療センター

食堂
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6-1 DX・地方共創事業

①地域課題の解決

取組方針

③オープンイノベーション
による発展

 都市部から地方への一方通
行ではなく、地方からも魅
力的な製品・サービスを展
開し、日本全国で相互作用
する発展を目指します

②双方向の発展

 課題解決に主眼を置く事業形態の
ため、自社のソリューションだけ
でなく、当社が設置した
「地方共創 ®プラットフォーム」
を活用した解決策を提案し、解決す
るまでご支援いたします

 SDGsも鑑みたソリューションをご
提供いたします

 当社のノウハウや技術と世
の中のノウハウや技術を組
み合わせ、新たなソリュー
ションを創造していきます

 地域企業及び地域全体の課題に対する当社のDX技術とオープンイノベーションを駆使した
ソリューションの提供を通じて、持続可能な地域経済活性化の一翼を担う
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6-2 地方共創プラットフォーム

•地域銀行様を窓口に、地元企業様な
どの経営陣が抱える経営・業務課題
を深く共有

•双方向かつ密なコミュニケーション
を実現
●●地域

 各地域の課題に合わせた解決策を、発想・技術・実現方法に限界を設けることなく、サービ
ス・製品を想像し創造することで実現

サインポストの｢全国地銀様とのネットワーク｣と
｢事業会社とのネットワーク｣を活用した持続的な取り組み

地方共創プラットフォーム

製品・サービスの情報を展開

相談等の
機会を創出

事例やノウハウを
収集・展開

企業様に合わせた業務改善

ノウハウの蓄積

プラットフォーム
参加企業

29社が参加
(2022年10月現在)

情報提供

連携

導入検討

全国各地域

販売

問合せ

企画・導入

改善効果

事例展開

地域銀行様
地元企業様
公共団体様
住民の皆さま

ワンダーレジ、
画像認識技術、TTG

販売提携
共同開発

サインポスト

■■地域

地域銀行様
地元企業様
公共団体様
住民の皆さま

▲▲地域

地域銀行様
地元企業様
公共団体様
住民の皆さま オープンイノベーション

ソリューションの一例
鮮度保持ソリューション

アバターリモート接客

高齢者見守りサービス

事業承継DX

ワンダーレジ

マイクロDX

…
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6-3 大分銀行・Oita Madeとの協業開始
 大分銀行・大分県の地域商社「Oita Made」とDX・地方共創事業の領域の協業に合意

大分銀行

 協業のねらい

Oita Madeの概要
会社名 OitaMade株式会社
代表者 代表取締役社長亀井祐二
設立 2017年8月

事業内容

•大分銀行など大分県内の複数の企業からの出資
によって設立された地域商社

•大分県内の優れた素材を商品化して国内外に販
売する

•地域繫栄のために新ビジネス創造支援にも積極
的に取り組む

• 大分県経済の活性化
• 大分県内企業とサインポストのサービス・製品のマッチング
• 地域の課題解決を通じた関係各社の成長

 実績
• 鮮度保持ソリューションを
①大分県臼杵市役所の野菜保管倉庫 ②佐伯海産株式会社の海産物保管庫

それぞれに販売。
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7. 持続可能な社会実現とSDGs達成への貢献
 持続可能な社会の実現に貢献する取り組みを強化するために、サステナビリティ推進の基本

方針を策定
 ESGの視点を取り入れた経営施策の強化を通じて、SDGs達成への貢献と持続的な企業価値

向上を目指す

創業理念「孫の代まで豊かな社会を創る一翼を担う」の下、地球環境や社会基盤をより豊かにし、
後世に受け渡していくために、持続可能な社会の実現に貢献します。

持続可能な社会への貢献

サステナビリティ推進の基本方針

環境への基本的な考え方(E) 社会への基本的な考え方(S) ガバナンスへの基本的な考え方(G)
新しい生命を生み育む基盤となる地
球環境を守り、次世代に引き継ぐ責
任を果たすため、ステークホルダー
との連携を通じて、あらゆる場面で
環境の保全に取り組みます。

•社会からの感謝の言葉を最大の喜びに、グローバルな視点で
社会インフラの発展と地域活性化に取り組んでまいります。

•全てのステークホルダーの笑顔を増やし笑顔であり続けるた
めに、一人ひとりの権利と価値観を尊重し、人の成長を通じ
て社会に付加価値をもたらすことを誇りと喜びにします。

誠実な行動、公正で透明性の高い企業統
治、ステークホルダーとの建設的な対話
によって、社会の一員として信頼される
企業であり続けます。

創業理念・企業理念・使命

事業活動を通じたSDGs達成に貢献する取り組み
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当社は、より一層、投資家及び株主の皆さまに当社をご理解いただけるよう、
IR情報等をメールで配信しています。
配信をご希望の方は、以下のリンクからメールアドレスをご登録ください。

なお、本サービスは株式会社マジカルポケットが提供するメール配信サービスを利用して配信いたします。

IRメール配信サービス

ご登録はこちらから
https://www.magicalir.net/3996/mail/index.php


